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(1)山陰地方における温泉の湧出に
関する地質学的一考察 (要旨)




































































































ては大山,三瓶等の火山作用に関係 す る も
のであって,この火山活動は地史上最も新ら
しい活動で,地下深所の熱源物質を地殻上層
部に持ち来たした作用であるからである.こ
れは山陰地方の温泉の分布がこれ等火山を結
ぶ線に平行に或る幅を持った帯状の地帯に排
列し之の幅から南北に外れた所には湧泉はあ
っても温度が低い事実から推定せられる所で
ある.
次に三瓶火山を中心とする温泉群中,志学
温泉は火山体の南東の渓谷で山体の1部から
湧出している.之の位置は海抜500m位の所
にあるから,その水の源は火山体自体に降下
した雨の参透したもので,殊に旧火口室の内
の池の水が参透して不参性の凝灰岩の所に溜
り,地下から噴出する水蒸気に熱せられたも
のと見られる.志学を除けば三瓶火山を中心
とする温泉は皆花尚岩の裂礎から湧出するこ
とは前にのべた通りである.
最後に試錐で泉源に当てるには第3紀層の
所では温泉地帯であれば可能性が多く,花尚
岩地帯では裂縛それ自身に掘 り当てるのであ
るから前者よりも難かしい事が推測されるが
玉造での経験ではこの推定は大体に於て正し
いようである.
